
  
  
 
 

 
 

【 =ライオンズの誓い= われわれは知性を高

⿅児島 R.冬

12 月 3 日・4⽇に⾏われた１泊 2 日の冬

生レオが参加させていただきました。 

最初の課題は英語での自己紹介

それぞれ何度も練習して過ごしました。普

生との会話の中でなど日本語が伝わる状況

いうのは初めての経験でした。私は特に英

も抵抗がありました。自分の番になった時

のかは不安ですがみんながうなずきなが

紹介後の課題は、3名の来⽇⽣や⿅児島純

さな離島で育ってきた私達は幼稚園・保育

会う⽅と話す機会が離島外の⽅たちと⽐べ

子島レオクラブのメンバー内でかたまって

内でかたまっていることにも限界があった

を⾒てうらやましく思ったりしたため勇気
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高め，友愛と相互理解の精神を養い，平和と自由を

冬期 YCE キャンプ
 

【冬期ＹＣＥキャンプを
(種子島レ
種子島高
(同⾏者)北 YC

冬期ＹＣＥ来⽇⽣との交流キャンプに私達種⼦

介でした。英語で自己紹介ができるようにと伝え

普段、私達が英語で⾃⼰紹介をする機会という

況下の中でのものだったため日本語が全く伝わ

英語が得意ではなく英語での自己紹介にはとて

時は緊張で言いたかったことがうまく伝わった

ら聞いてくれ安⼼したのを覚えています。自己

純⼼⼥⼦⼤学⽣との交流でした。種⼦島という⼩

育園や⼩学校から顔⾒知りの⼈が多く初めて出

べ格段に少なく⾃ら話しかけることができず種

ていました。しかし日程が進むにつれメンバー

たり来日生に進んで話しかけている大学生の姿

気をだして来⽇⽣や⼤学⽣に話しかけました。

来日生とは英文で話すことができず単語で伝え

ましたが、⼀⽣懸命聞いてくれ最初は⼀⽅的だっ

ができるようになりました。大学生も質問や話し

をしてくれました。このことを通じて伝えようと

学びました。訪問した浦⽣⼋幡神社では⼿⽔の使

⽅、茶室についてなどを学び⽇本⼈であっても正
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えたいことを伝えるかたちにな

った⾔葉もうまくキャッチボー

しかけたことへ丁寧にも受け答

という意思が⼤切だということ

使い⽅や参拝の仕⽅、茶道の飲

正しい作法を知らなかったため
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とても新鮮な気持ちになりました。国指定

特別に入らせていただくことができ日本一

⾷では百年を超える無⼈駅嘉例川駅をイメ

られたお弁当箱の中に彩りよくつめられた

くら温泉では鍋や焼肉をいただきみんなで

はお絵かき伝言ゲームをしてキャンプ初め

反省をしてアプリや友達に頼りながらでし

少しずつ伝わるようになったり来日生から

く感じ、もう少し英語ができたらもっと話

 

 

は前⽇の反省を⽣かし積極的に

どのおかげであまり緊張せずに話しかける

になりました。⾼千穂牧場ではソーセージ

びつな形になったりしましたがそれぞれの

牧場内⾒学に⾏きました。種⼦島では、⾒

になり⾃分の作ったソーセージを⾒ると加

機会があったら加熱後のことまで考えよう

とからも学べることがあるのだと思いまし

た。食事中は大学生から大学生活の話や高

 

 

 

 

 

 

今回の 1 泊 2⽇のＹＣＥキャンプを終

いい経験になりました。キャンプ中に注意

どもこれからの⽣活で⽣かしたいです。

Ｏ（Ｏｐｐｏｒｔｕｎｉｔｙ：機会）の意

ったら自ら進んで参加したいです。今回の

たいです。 

2 日目 

2  

定特別天然記念物に指定されている⽇本⼀の巨

一の巨樹を支えるにはたくさんの知恵と苦労が

メージして地元⾷材にこだわって作ったお弁当

たお弁当でどれを口にするのにもわくわくしま

で楽しみながら食事をすることができました。

めの頃とは全く違う雰囲気で楽しむことができ

したが積極的に来⽇⽣に話しかけました。話し

らの質問を聞き取ることができたりしたことで

話せるのにともどかしく感じるようになりまし

 

 

 

に話しかける努⼒をしました。前⽇のレクリエー

ることができました。訪問した霧島神宮では前

ジ⼿作り体験をしました。腸に⾁を詰める作業

の個性あるソーセージにすることができました

⾒ることのないジャージー⽜や⽺なども⾒るこ

加熱されたことで縮まっていました。もしまた

うと思い、これからのことを想定して動くとい

した。初めて⾃分で作ったソーセージは⾹⾟料

高校生活でのアドバイスなども聞くことができ

終えて⾃分に⾜らないものを⾒つけることや夢の

意を受けていた返事をはっきりすることや意思

Ｌ（Ｌｅａｄｅｒｓｈｉｐ：指導⼒）、Ｅ（Ｅ

意味を⼼してこれからも活動にはげみたいです

の経験する機会と出会いに感謝してこれからの

巨樹である浦⽣のクスの中にも

がいるんだなと感じました。昼

当をいただきました。⽵⽪で作

ました。宿泊先であるさくらさ

その後のレクリエーションで

きました。コテージでは一日の

していくうちに⾔いたいことが

で得意ではなかった英語が楽し

した。 

ーションやコテージでの会話な

前日学んだ作法を実践する機会

業では⾁の量の調節が難しくい

た。ボイルされるのを待つ時間、

ことができました。昼⾷の時間

たソーセージ⼿作り体験をする

いうことを学びどんな些細なこ

料の味がする少し⼤⼈な味でし

き自分のためになりました。 

の確⽴をすることができとても

思表示をすること、時間厳守な

ｘｐｅｒｉｅｎｃｅ：経験）、

す。また、このような機会があ

の生活をより充実したものにし



3  

  

派遣国 マレーシア 

【YCE 冬期派遣事業に参加して】 
YCE 派遣学生 村川 愛実 
（スポンサーＣ／種子島 LC） 

今回、マレーシアに約 3 週間派遣させていただき、たくさんの経験をさせていただきました。 

渡航前、私はマレーシアに関して、たくさんの文化があり面白そうだなと思うぐらいで、詳しくは、あまり知りま

せんでした。なので、そこからのスタートでした。 

まず出発の⽇、初めての海外ということもあり、初めての国際線で⾶⾏機に乗るまで、

とても緊張したのを覚えています。私の将来の夢は、世界中を回る豪華客船の添乗員の方

になることです。国際線の世界レベルの CAさんが⾒れるということで、これは、チャン

スだと思いました。実際に⾒て⾒て、笑顔が素敵で、どんなときも私たちに安⼼感を与え

てくれて、とても素敵でした。絶対、自分もこんな風になってやると思いました。自分の

夢に一歩近づけた気がして、とても楽しかったです。あっという間のフライトでした。 

次に、マレーシアについてですが、私が最初に直面した問題は、食べ物の味が自分には

合わなかったことです。私のホストファミリーの場合、朝と夜は大抵外食でした。その中で、マレーシアでよく食べ

られているものを頼んでくれたんですが、今までに食べたことのない味で、正直美味しいとは思えませんでした。ホ

ストファミリーにおいしいと笑顔で聞かれると、なかなか美味しくないとは言

えず、我慢して食べていました。ですが、驚いたことに、食べるうちにどんど

ん慣れていき、美味しさがわかるようになってきました。挑戦あるのみだなと

思うのと同時に、ホストファミリーに思ったことはきちんと伝えるのも⼤切だ

なと思いました。自分がストレスにならないようにするのが 1 番です。 

⽇常⽣活の中では、⽇本とはお⾵呂が全然違って、トイレとシャワーが同じ

部屋にあり、床は濡れています。ですが、そんなに困りはしませんでした。 

最後に、私が 1番興味深かったのは、マレーシア⼈の暮らし⽅についてです。⾞で移動するときなど、街並みや⼈々、

お家などを⾒てみると、都会に来たと思いきや近くにはまだ貧しい⼈達が暮らしていたり、３つの⼈種の⼈たちがと

もに暮らして、本当にいろんな境遇の人がいました。日本でもそうかもしれませんが、私が住む種子島とは全く違う

環境で、刺激が⼤きかったです。考えるなかで、⾃分が⽇本で⽣活しているとき思うことができなかった、不⾃由の

ない暮らしができていることが、どれだけ幸せなのかということに気づくことができました。そして、幸せの範囲は

人それぞれ違うこと、私は今こうして生きているだけで、幸せなんだと思える人になりたいと思いました。私が、マ

レーシアの学校に⾏った時に驚いたことは、⽣徒のみんなが先⽣に合わ

せて言語を使い分けているということです。友達と話すときもたくさん

の言語が混ざっていて、日本にはあり得ないことだったので、とてもい

い点だなと羨ましかったです。そして、自分はとても怠けている気がし

て、気が引き締まりました。 

今回、このような機会を与えてくださってありがとうございました。

しっかりと次につなげていきます。 
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派遣国 ニュージーランド 

【YCE 事業参加(ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ)レポート】 
YCE 派遣学生 鮫島 卯美 
（スポンサーＣ／種子島 LC） 

今回、私は 12 月 21 日から約 3 週間ニュージーランドに YCE 派遣事業に参加させていただき、2 件のお宅でホー
ムステイと 11⽇間のユースキャンプを体験しました。そこでは沢⼭の驚きや発⾒、学びがありました。 

滞在した時ニュージーランドの季節は夏で時差が 4 時間あり、⽇本出発時とは⼤きく違う環境に⼾惑い、最初はす
べてのことに対して不安な気持ちでいっぱいでした。 
しかし、ホストファミリーが優しく私を迎えてくれて、娘のように⼤切にして下さ

ったので徐々に不安はなくなっていきました。 
ホームステイ中は様々な名所を案内しても

らいました、中でも Te Mata Peak の山頂か
ら⾒た景⾊がとても綺麗で感動しました。 

また、一緒に買い物をして、クリスマスを過
ごし、夜は寝る直前までテレビを⾒ながら⽇本のこと、私の住んでいる種⼦島
を英文パンフレットを使って紹介したりするなどの会話の中でコミュニケー
ションを深めていきました。 

一番のカルチャーショックは食器洗いのお手伝いをした時でした、ふきんで拭く係りでしたが桶にためた水の中で
食器を洗剤で洗い、泡がついたままのそれを拭くよう渡されました。とっても驚きお⺟さんに聞いてみると現地は⽔
が貴重なので少しのお⽔を⼤切に使うのだと⾔われ、理解しました。改めて⽇本は⽔資源については豊富な国なのだ
な、と感じました。 

ユースキャンプでは 7 カ国 39 名の学生達と生活しました、私はホームステイ
よりもキャンプの⽅が⻑期間であったため刺激を受け、同時に印象深かったです。 
しかしキャンプ初⽇から私は落ち込んでしまいました、というのは予想以上に

会話がネイティブで聞き取れずコミュニケーションが取れませんでした。日本以
外の国では⺟国語と同じくらい⽇常的に英語を使⽤しており、みんな流暢な英語
で楽しそうに会話しているのを⾒て不安がつのり、帰りたい気持ちになってしまいました。そんな初⽇を迎えた私で
したが最終⽇には友⼈たちと抱き合い、別れたくなくて号泣してしまうほどに仲良くなっていました。 

わかったのは、コミュニケーションには英会話はもちろん重要なのだけれども、表情やジェスチャーからも気持ち
を読み取ることもでき、伝えることも上⼿とか下⼿とか気にせずに積極的に話しかける勇気が⼤切だと気づき、それ
から海外の⽣徒とふれあうなかで⽇本⼈との気持ちの表現の仕⽅の違いも感じながら仲良く過ごすことが出来ました。 

この 3 週間でまず⾃分の未熟さを痛感し、コミュニケーション能⼒、前向きな思考の⼤切さを知り、国際的な視野
を広げ、多くのことを乗り越え成し遂げた達成感により⾃⽴⼼の向上を感じ、何より⽇本⼈であることに誇りを感じ

ることができました。沢山の「学び」は私にとって大きな自信となって
います。 

今回の YCE 事業で多くの友人・家族と出会うことができ、このつな
がりをこれからも⼤切にしていきたいと思います。 

そしてこの経験を今後の人生に生かしていき、レオクラブ活動や社会
に貢献できる人になりたいです。 

最後に今回私は一生忘れられない貴重な体験をさせていただき、ライ
オンズクラブの皆様、関係者・ご指導いただいた皆様に感謝しています、
ありがとうございました。  
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⿅児島Ｒ．アクティビティ（活動）報告  
  

（ライオンズクラブは、地域社会への⾝近な奉仕活動と国際的奉仕活動を⾏っています。）  

【■⿅児島Ｒ.３Ｚ／⿅児島⾕⼭ＬＣ】 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【■⿅児島Ｒ.４Ｚ／日置中央ＬＣ】 

 

 

 

 

 
 

【■⿅児島Ｒ.５Ｚ／串⽊野ＬＣ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

YCE 冬期来日生ホームステイ 
マレーシアからの来日生 Chloeda LIEW 

Koa Yan さん 16 歳 

11 月 28 日(月)午後から 12 月 13 日

(火)早朝まで滞在(幹事 L.青木和彦 宅)

餅つき体験、陶芸、染織体験等も行い

ました。また、水族館、動物園、南薩方

面観光、桜島観光も行いました。12 月 6

日(火)は和膳ゆうづきにて歓迎例会も開

催致しました。 

第 18 回学童親善ドッジボール大会 
（会員：45 名参加） 

いちき串 木 野 市 内 の小 学 生 3 年 ～

6 年 生 のチーム 14 チームが参 加 して熱

戦 が繰 り広 げられました。 

(12 月 4 日) 

串⽊野養護学校冬のお楽しみ会 
（会員：3６名参加） 

毎年恒例の「串木野養護学校冬のお楽し
み会」会員 36 名・読み聞かせグループ「バン
ビの会」の 5 名の方と訪問してきました。人形
劇や本の読み聞かせ、サンタさんからのプレ
ゼントに生徒さん達もとても喜んでいました。 

(12 月 1 日) 

献血推進活動（会員：16 名参加） 

第 34 回伊集院梅ジョギング大会に

て献血活動を行い 44 名の採血をいた

だきました。 

(12 月 11 日) 
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【■⿅児島Ｒ.５Ｚ／川内ＬＣ】 

 

 

 

 

 

 

【■⿅児島Ｒ.５Ｚ／川内なでしこＬＣ】 

 

 

 

【■⿅児島Ｒ.７Ｚ／姶良ＬＣ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                                 

⺟の会いちごくらぶ Xmas 会支援（会員：4 名参加） 

障 害 児 を自 宅 で介 助 しながら生 活 し育 てておられる親 子 の会 です。皆 さん明 るく挨 拶 し、仲 良 く強 い絆 で結 ば

れつつ頑 張 っておられます。 

このいちごくらぶの Xmas 会が“少しでも楽しく開催できるよう”の心を添えて有村会長より支援金が贈られました。   (12 月 4 日) 

原⼝泉先⽣⽂化講演会＆川内精舎年末⼤掃除⼿伝い 

文化講演会は、当クラブの継続事業で、今回は 27 回目になります。(聴衆対象は一般市民) 

原口泉先生文化講演会演題は、『五代友厚と大久保利通』 -そして、あさが来た- で開催。聴衆者は約 250 名、200 名収

容の会場が溢れるほどの来場者でした。（11 月 30 日） 

川内精舎(児童養護施設)年末大掃除手伝い。掃除を通して環境美化と子供達との心の触れ合いをはかる。 （12 月 11 日） 

年末年始 献血活動（会員：13 名参加） 

姶良市役所本庁の玄関で献血バスによる献血活動を実施しました。 

受付者 66 名、採血者 61 名で各 400ml を献血いただきました。 

お礼に、霧島山麓でとれた「竹下たまご 10 個入り／パック」を全員に配布させていただきました。 

来年も献血よろしくお願い致します。                                             (12 月 22 日) 

献血お誘いボランティア＆エコキャップ搬入 
川内文化ホール駐車場において、献血お誘い

ボランティアを実施しました。38 名の方が受付。33
名の方に 400ml 献血をしていただきました。うち 2 名
会員。受付をしていただいた方全員にプレゼントとし
て、じゃがいもまたは玉葱をプレゼントしました。会員・
地域の方が持ち寄ったエコキャップを定期的に誠
建設様に搬入しています。今回は、18,920 個ありま
した。                  （12 月 22 日） 



沖縄Ｒ．アクティビティ（活動）
  

【■沖縄Ｒ.１Ｚ／石川ＬＣ】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【■沖縄Ｒ.３Ｚ／沖縄ＬＣ】 
 
 

 

 

 

 

 

レオクラブ活動報告 

■久木田学園 LEO.C（スポンサーC
 

 

 

 

 

 

 

■慈恵学園 LEO.C（スポンサーC：川内
 

 

 

 

 

 

献血推進活動(会員 14 名参加) 
今期 2 回目となる献血推進活動を実施し

付金 16,000 円、400ml 56 名の協力を頂きま
(12

市内ライオンズクラブ合同献血活動参加 
(看護ＬＥＯ学生 10 名、鍼灸ＬＥＯ学生 3 名参加

久 木 田 学 園 レオクラブにおいては、鹿

児 島 市 内 10 クラブ合 同 献 血 活 動 に

参 加 しました。       （12 月 11 日 ）

7  

報告  
 

（レオの活動は報

：⿅児島さつま LC） 

よさこい LC）／一之宮神社早朝清掃(12 月 2

石川 LC杯や少

21 回 目 となる
を開 催 しました。
合 、12 月 10
日 (日 )決 勝 戦

献⾎協⼒と啓
今年度 2 回

チラシを配り、献血

時から始めていた

を頑張った。骨髄

10 名に登録してい

一之宮神社

一之宮神社

の都合が合わ

なりました。階

担しながら作業

一生懸命頑張

しました。寄
した。感謝 
2 月 18 日) 

加) 

鹿

に

） 

報告分を順次掲載致します。） 

8 日／児童７名・職員２名参加) 

少年野球⼤会 
(会員 17 名参加) 

る石 川 LC 杯 少 年 野 球 大 会
12 月 3 日 (土 )開 会 式 ＆試

日 (土 )終 日 試 合 、12 月 11
＆閉 会 式 (12 月 3 日 ) 

啓蒙活動(会員 21 名参加) 

目の献血推進ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ。街頭で

血協力のお願いをした。今まで 13

た時間を 10 時に変更し献血運動

髄バンク登録の協力も同時に行い

いただいた。     (12 月 19 日) 

社早朝清掃 
(児童７名・職員２名参加) 

社の清掃活動を行いました。児童

わず、いつもより少人数での清掃と

段を掃いたり、草を集めたりと分

業をしました。時間いっぱいみんな

張っていました。   (12 月 28 日) 

貧困の家庭の子供た
ちへ⾷糧提供 

(会員 2 名参加) 
うるま市児童館にて実施

している恵まれない子供た
ちへの食糧支援(子供食
堂)へ食材を提供しました。
お肉、野菜等 

(12 月 14 日) 


